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要旨：カンゾウの苗を効率的に作製することを目指して、発根を促進することが知られているイ

ンドール酪酸（IBA）を、10⁻⁴M 及び 10⁻⁵M の濃度でカンゾウの挿し穂の下部に与えた。その結

果、インドール酪酸は「頂芽あり」の挿し穂からの発根率を高めることが確かめられた。今後

「頂芽なし」の挿し穂からも発根させる方法を探りたい。次に、医薬品として使用できる規格基

準を満たしたカンゾウの栽培条件を探るため、カンゾウが病気になるとその根におけるグリチル

リチン酸の含量が変わるのか調べた。その結果、病気のカンゾウにおけるグリチルリチン酸の含

量と比較して、健康なカンゾウではその含量が高い傾向にあった。また、生き物分布推定ツール

である Wallace を用い、ウラルカンゾウが実際に生息している地点の座標とその地点の気温及び

降水量の気候データを組み合わせて、ウラルカンゾウの生育に適した環境条件を推定した。その

結果、ビニールハウスで灌水量を調節すれば、郡山市内でもウラルカンゾウが十分に生育できる

と分かった。以上の実験結果をもとに、郡山市内ひいては日本国内において、カンゾウの本格的

な栽培を推進したい。   

キーワード：ウラルカンゾウ、頂芽、発根促進、IBA、グリチルリチン酸、種の分布モデル 
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Abstract：Ural licorice (Glycyrrhiza uralensis Fischer), which grows naturally in Central Asia, is an 

important herbal drug.  To efficiently produce seedlings of Ural licorice, we applied indolebutyric  acid 

(IBA), a known rooting promoter, to the base of licorice cuttings at concentrations of 10⁻⁴M and 10⁻⁵M.   

The results showed that IBA increased the rooting rate in cuttings including apical buds.   In the future, we 

plan to investigate methods for rooting cuttings without apical buds.  Next, to determine the cultivation 

conditions of Ural licorice that meet the quality standards for medicinal use, we investigated whether the 

amount of glycyrrhizic acid (GL) in the roots changes when the plant is diseased.  Analysis conducted by a 

scientist at Ohu University indicated that healthy licorice plants tend to have a higher amount of GL 

compared to diseased plants.  Additionally, using Wallace, a species distribution modeling tool, we 

estimated the environmental conditions suitable for the growth of Ural licorice by combining the 

coordinates of observed licorice growth locations with climatic data on temperature and precipitation.   The 

estimated conditions suggested that Ural licorice can be successfully grown in Koriyama City using 

greenhouses, if irrigation levels are properly regulated.  Based on these results, we aim to promote the 

cultivation of licorice in Koriyama City and throughout Japan.    

Keywords: Glycyrrhiza uralensis, apical buds, rooting, IBA, glycyrrhizic acid, ecological niche modeling 

 

Ⅰ はじめに 

 

１－１．研究動機 

 ウラルカンゾウは（Glycyrrhiza uralensis 

Fisch. 以下カンゾウ）は、アジア中央部地域に

生息するマメ科の薬用植物であり、重要生薬の

甘草の基原植物である。カンゾウの根および走

出茎には抗炎症作用や免疫調節作用を持つグ

リチルリチン酸が含まれ 1)、根を乾燥させたも

のが生薬甘草として用いられる。これは、葛根

湯や安中散など一般用漢方製剤の約 7 割に配合

されている 2)最重要生薬の一つである。また、

グリチルリチン酸はショ糖の約 200 倍の甘味を

持ち 3)、甘味料としても利用されている。 

日本国内で消費されるカンゾウの約 90％は

中国からの輸入に依存している 4)。しかしなが

ら、農林水産省の報告によると、乱獲によって

中国に自生するカンゾウは近年減少傾向にあ

る。そのため中国内の環境保全等のために、こ

の採取・輸出が規制され続けており、日本国内

でカンゾウを安定・安価に入手することが難し

くなることが懸念されている 5)。このような現

状のもと、国内でのカンゾウの生産拡大および

安定供給を目的とした研究が求められている 6)。

カンゾウを含む薬用作物の産地化事業にお

いては、それぞれの地域での栽培法の提示と

ともに、適切な種苗の供給が重要な課題とな

っている 7)。 

このことから、カンゾウの苗を効率的に増

やすための方法や郡山市の気候に合わせた

栽培法を探る私たちの研究は大きな意義が

あると考える。なお、この研究は、安積高校

が郡山市や民間企業と連携する奥羽大学と

覚書を交わして共同で行い、今後の福島の復

興、および郡山市での甘草栽培を目指して実

施している。 

 

１－２．昨年度までの実験 

私たちは、カンゾウの国内栽培のために重

要な苗を安定的に供給することが、日本の漢

方薬生産の助けになると考えた。そこで、カ

ンゾウの植物体から挿し穂を切り出し、水耕

栽培でその挿し穂から発根させ、苗を効率よ

く作ろうとしている。 

 安積高校生物部が頂芽の付いている挿し

穂を用いて昨年の 2022 年に行った実験では、

挿し穂からの発根率が約 7 割と高かった。そ

の一方で、頂芽の付いていない挿し穂を用い
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てその後に行った実験ではほとんど発根しな

かった 8)。昨年度の 2 回目以降の実験でほとん

ど発根しなかった原因として、オーキシンが挿

し穂の下部の不定根発生部位へ供給されなか

った可能性があると結論付けた。なぜならば、

オーキシンは頂芽で生合成され 9)、それが極性

移動して挿し穂の下部へ運ばれ 10)、そのオーキ

シンの作用で不定根が発生すると考えられる

からだ。1 回目の実験と 2 回目以降の実験では

実施された時期が異なるため、気温や湿度など

の他の要因が関係する可能性もあるが、不定根

の発生に直接寄与するものとして、オーキシン

の供給不足が根本的原因であると考えた。 

 

１－３．今年度の実験 

今年度は、昨年度までの実験を発展させ、頂

芽を持たない挿し穂でもオーキシンを投与す

ることによって発根する、と仮説を立て、同様

に挿し穂の発根実験を行った（実験１、実験２）。 

 また、ビニールハウス内で栽培していたカン

ゾウのうち病気になったカンゾウがあったた

め、その根に含まれるグリチルリチン酸の含量

を調べ、カンゾウが病気になるとその根におけ

るグリチルリチン酸の含量が変わるのか調べ

た（実験３）。 

 さらに、ウラルカンゾウの分布情報をもとに、

生き物の分布推定ツール Wallace（オープン SDM）

を使い、ウラルカンゾウ生育に適した環境条件

を調べた（検討１)。 

 

 

Ⅱ 研究方法と結果および考察 

 

２－１．実験１、実験２ 

植物ホルモンを用いた水耕栽培による挿し穂

の発根実験 

2020 年 6 月にカンゾウのストロン苗を福島

県立安積高等学校敷地内(N37° 39’ 11.21”  

E133° 37.39” )のビニールハウスに定植した。

このカンゾウと水耕栽培キット「インドアガー

デン」(JustSmart)を用いて実験を行った。 

 

２－１－１．実験の時期 

【実験１】発根に及ぼす頂芽の有無及び IBA

の影響 

実験１の 1 回目の実験は、2023 年 7 月 11

日～7 月 26 日(7 月 11 日に挿し穂を切り出

し、7 月 26 日に発根数をカウントした。)に

行った。2 回目は同年 8 月 3 日～8 月 11 日

（同様）に実験した。2 回目の実験において、

1 週間で全ての挿し穂が枯れてしまったため、

1 週間で実験を終了した。 

 

【実験２】水流と葉の枚数の条件を変更した

上で、発根に及ぼす頂芽の有無及び IBA の影

響 

実験２は 2023 年 8 月 31 日～9 月 29 日(8

月 31 日に挿し穂を切り出し、9 月 29 日に発

根数をカウントした。)に行った。発根したの

で 4 週間後まで実験を継続した。 

 

２－１－２．水耕栽培キット「インドアガー

デン」(JustSmart)の設定 

照度約 8000～9000 ルクスの光を 8 時間点

灯させた。水耕栽培キットは北向きの部屋内

の机上に置き、窓からの直射日光を遮断した。

同キット 1 台に挿し穂を計 8 本または 12 本

セットした。 

  

【実験１】発根に及ぼす頂芽の有無及び IBA

の影響 

水耕栽培キット1台の中に、ハイポニカA,B

液体肥料(協和株式会社製)を容量パーセン

ト濃度 0.4％含む水溶液 5.0L を入れた。 

 

【実験２】水流と葉の枚数の条件を変更した

上で、発根に及ぼす頂芽の有無及び IBA の影

響 

ポリプロピレン製 50mL コニカルチューブ

(アズワン株式会社製)にハイポニカ A,B 液体

肥料(協和株式会社製)を容量パーセント濃

度 0.4％含む水溶液約 45mL ずつ入れ、挿し穂
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を一本ずつコニカルチューブにセットした。 

 

２－１－３．実験で使用した植物ホルモン 

インドール酪酸（IBA） 

発根に関与するオーキシンはインドール酢

酸（IAA）ではあるが、発根を促進するのは IAA

よりも IBA であると多くの植物で確かめられて

おり、カンゾウの発根においても IBA が効果的

だったとの報告例もあるため 11⁾、今回の実験で

は IBA を用いた。 

 

２－１－４．挿し穂の準備と取り扱い 

【実験１】発根に及ぼす頂芽の有無及び IBA の

影響 

①朝 7 時に、ビニールハウスとその周りに植え

てあるカンゾウの植物体から、頂芽を含んだ部

分約 100mm「頂芽あり」（図 1 左）、または頂芽

を含まないその下部約 100mm「頂芽なし」（図 1

真ん中）を挿し穂として、片刃のカミソリを用

いて切り出した。 

②挿し穂の茎の下部を 0.0mol/L（蒸留水）、1.0

×10⁻⁵mol/L の IBA、または 1.0×10⁻⁴mol/L の

IBA の水溶液に 24 時間浸けた。また、この 24

時間浸ける操作をせずに、挿し穂を切り取って

すぐ水耕栽培キット（図 1 右）内にセットする

「対照区」の実験も行った。 

③24 時間浸けた後、その挿し穂の下部を水でよ

く洗って、切り込みを入れたスポンジにそれぞ

れ挟んで固定し、それらを水耕栽培キットにセ

ットした。水耕栽培キット内の液肥を一週間ご

とに交換した。このとき、水耕栽培キットの水

流機能をＯＮにして、「水流あり」の条件とした。 

 
図 1「頂芽あり」の挿し穂（左） 

「頂芽なし」の挿し穂（真ん中） 

水耕栽培キットの様子（右） 

 

【実験２】水流と葉の枚数の条件を変更した
*1 上で、発根に及ぼす頂芽の有無及び IBA の

影響 

実験１の①と同様の手順で「頂芽あり」お

よび「頂芽なし」の挿し穂を準備し、その挿

し穂の葉を剪定ばさみで切り落として 20 枚

に減らした。実験１の②と同様の 24 時間処

理を行った後、液肥を入れたプラスチックチ

ューブに挿して挿し穂を固定し、それらを水

耕栽培キットにセットした（図 2 左）。このと

き、プラスチックチューブ内で水流は起きな

いので、「水流なし」の条件とした。 

 

*1 実験 1の全く発根しなかった結果を受け、

実験における水耕栽培の方法を変更した。ま

ずは発根させて、発根率の結果を得ることを

優先し、一度に水流と葉の枚数に関する二つ

の栽培方法を変更した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 実験２の様子(左) 発根した様子(右) 

 

２－１－５．測定方法 

 挿し穂を水耕栽培キットにセットしてか

ら 2 週間後及び 4 週間後に、その挿し穂をス

ポンジごと培養液から取り出して、挿し穂ご

とに発生した長さ 1 ㎜以上の不定根（図 2 右）

の数を記録し、発根率＊2を求めた。 

*2 発根率(％)＝ 

(発根した挿し穂数/セットした挿し穂数)×

100 

 

２－１－６．実験１、実験２の結果 

【実験１】発根に及ぼす頂芽の有無及び IBA

の影響 
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1 回目および 2 回目の実験では、結果的に挿

し穂が枯れたり、そこにカビが生えたりして、

全ての実験区において全く発根しなった。 

【実験２】水流と葉の枚数の条件を変更した上

で、発根に及ぼす頂芽の有無及び IBA の影響 

 水流と葉の枚数に関する栽培方法を変更し

た上で行った実験２の結果は、次のとおりであ

る。いずれの 24 時間処理の内容においても、

「頂芽なし」の挿し穂からは全く発根しなかっ

た（表 1）。「頂芽あり」の挿し穂において、IBA

を投与した二つの実験区では 2 週間後から 4 週

間後にかけて発根した挿し穂の数が増えた（表

１）。また、「頂芽あり」の挿し穂において「IBA 

1.0×10⁻⁵mol/L」の発根率は、「IBA 0.0mol/L」

のそれと比較して、高かった。 

 そして、発根率の数字に統計上の差があるの

か確かめるためにフリー統計ソフト EZR12)を用

いて、フィッシャーの正確確率検定を行ったと

ころ有意差を確認できたのは、2 種類の 2 群の

みであった。「頂芽あり」における「 IBA 

1.0×10⁻⁵mol/L」と「IBA 0.0mol/L」の間で、

p=0.0406＜0.05 であり、基準としていた p 値を

下回っていたため、両者には有意差があった。

同様に、「IBA 1.0×10⁻⁵mol/L」における「頂芽

あり」と「頂芽なし」については p=0.00699＜

0.05 であり、両者に有意差が認められた。 

 

表 1 発根に及ぼす頂芽の有無及び IBA の影響  

 

 

24ｈ処理 

頂芽

の 

有無 

挿し穂 

数

（株） 

2 週間後

の発根率

（％） 

4 週間後

の発根率

（％） 

なし 液体肥料 

（対照区） 

あり 6 33 33 

なし 6 0 0 

IBA 0.0mol/L 

蒸留水 

あり 8 12.5 12.5 

なし 8 0 0 

IBA 水溶液 

1.0×10⁻⁵mol/L 

あり 8 50 75 

なし 8 0 0 

IBA 水溶液 

1.0×10⁻⁴mol/L 

あり 8 0 37.5 

なし 8 0 0 

 

２－１－７．実験１、実験２の考察 

実験１、実験２ともに、「頂芽なし」は発根

せず、今回の実験において「頂芽なし」の挿

し穂はオーキシンを用いても発根させるこ

とはできなかった。しかし、実験２の「頂芽

あり」の挿し穂において、IBA は発根率を高

めることが本実験でも確かめられた。 

IBA を用いない実験区でも、実験１で発根

しなかった一方で、実験２で発根したことか

ら、「水流なし」の条件が発根にプラスに働い

たと思われる。これは、水流がカンゾウに生

理的ストレスを与えたことが発根しにくく

したのかもしれない。また、実験２では挿し

穂の葉を減らしてもいたので、この条件も発

根にプラスに働いたかもしれない。これは、

葉から出ていく蒸散量を減らし、挿し穂内の

水分量を保てたので、結果的に挿し穂は枯れ

ずに発根できた可能性も考えられる。 

 

２－２．実験３ 

根のグリチルリチン酸（GL）含量の分析 

 第 18 改正日本薬局方では、甘草の主成分

であるグリチルリチン酸（GL）を 2.0％以上

含まなければならないと規定している 13)。し

かし、日本で栽培するカンゾウはこの規格を

下回る GL 含量であったり、規格を満たして

も栽培年数に違いはあるものの、中国の野生

品よりも GL 含量が少なかったりして、品質

が劣るというのが現状である 14)。そこで、こ

の実験は医薬品として使用できる、上述の規

格基準を満たしたウラルカンゾウの栽培法

を探ることを目的にしている。栽培をしてい

たカンゾウのうち、糸状菌を病原とする斑点

病やさび病などの病気になったものがあっ

た 15)ため、病気になるとその根におけるグリ

チルリチン酸含量が変わるのかを調べた。 
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図 3 病気が現れている葉（左） 

  塩ビ管で筒栽培をしている様子（右） 

 

２－２－１．試料の前処理 

安積高校内に設置したビニールハウス内に、

郡山市園芸振興センターにて発芽処理したウ

ラルカンゾウのストロン苗を 2020 年 6 月 9 日

に定植し、約 3 年栽培したものを 2023 年 12 月

18 日に収穫した。収穫したウラルカンゾウを安

積高校教室内で室温乾燥したもの（2023 年 12

月 18 日～2024 年 1 月 16 日）を、さらに奥羽大

学にて温風乾燥を行った（1 月 18 日～1 月 27

日）。 

 

 

図 4 収穫した「筒栽培」のカンゾウの根 

 

２－２－２．ウラルカンゾウからのグリチルリ

チン酸の抽出 

 奥羽大学村田清志准教授に、HPLC（高速液体

クロマトグラフィー）でグリチルリチン酸含量

を分析していただいた。私たちも村田准教授に

指導してもらいながら、いくつかの工程を行っ

た。 

ウラルカンゾウからのグリチルリチン酸の

分析は日本薬局方に準じて行った。乳棒と乳鉢

で細かく粉砕したウラルカンゾウ 0.5g を正確

に測りとり、10mL の 50％メタノールを加え、ボ

ルテックスミキサーにより懸濁（30 秒間）させ

た後、超音波をかけ（30 分間）、遠心（3,000rpm）

により、上澄みを分取した。次いで、残渣に

10mL の 50％メタノールを加え、同様に操作

を行った。1 回目と 2 回目の上澄み液を合一

し、コスモシールを詰めた綿栓ピペットを通

道させた。ろ過全量を 50mL メスフラスコに

入れ、50％メタノールを用いて 50mL にメス

アップした（甘草エキス 500mg/L）。調製した

サンプルは、2.5ｍL シリンジと 0.20μm フィ

ルターを用いてろ過し、HPLC 用バイアルに適

量を移し入れた。 

 

２－２－３．グリチルリチン酸の HPLC 分析条

件 

検出器:UV(254nm) 

カラム:Inertsustain(3μm、150×Φ4.6mm) 

カラム温度:30℃ 

移動相:A 液:アセトニトリル(28%) 

B 液:酢酸アンモニウム 3.85g を超純

水 720mL に溶解し酢酸 5mL を加えた溶液

(72%) 

（事前に二液を作製し、分析時に混合した。） 

流量:0.6mL/min 

注入量:10μL 

 

２－２－４．グリチルリチン酸の含量分析 

グリチルリチン酸標準品を用いた検量線

を作成し、外部標準による絶対定量法で定量

した。検量線はグリチルリチン酸濃度 5mg/L、

25mg/L、50mg/L、250mg/L の 4 濃度で実施し

た。4 濃度の点でのピーク面積値から最小二

乗法による回帰曲線を算出した。(図 5)相関

係数の二乗が 0.9999948 と良好な検量線が得

られた。 
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図 5 グリチルリチン酸の HPLC の検量線 

 

２－２－５．恒量測定 

各ウラルカンゾウを 60℃条件下で重さが変

わらなくなるまで加熱し、その重量を恒量とし

た。グリチルリチン酸含量は恒量換算した後の

結果で示した。 

 

２－２－６．実験機器及び実験器具 

本実験に際しＴＬＣには、

Kieselgel60F254(Art.5554、0.2mm、

20×20cm、Merck 社製)、あるいは

Kieselgel60RP-18F254S(0.25m、5×10cm、

Merck 社製)を用いた。 

HPLC には shimadzu LC-20AD(島津製作所製)

を使用した。 

HPLC カラムには InertsustainC18(3μm、

150×4.6mmID)を用いた。 

 

２－２－７．実験３の結果 

収穫した根のグリチルリチン酸（GL）含量

を調べた実験３の結果は、次のとおりであ

る。「病気」のカンゾウでは、ビニールハウス

内の畝で「通常栽培」をしたものと、地面に

立てた塩ビ管内で「筒栽培」をしたものでグ

リチルリチン酸含量に有意差はなかった（t 検

定 p=0.883＞0.05）（表２）。「健康」なカン

ゾウのサンプルは今回１つしか用意すること

ができなかったが、ビニールハウス内の畝で

「通常栽培」をしたカンゾウでは、「病気」の

ものよりも「健康」なカンゾウのグリチル

リチン酸含量が高い傾向にあった（表２）。 

 

表 2 根のグリチルリチン酸含有量 

 

 

２－２－８．実験３の考察 

 「通常栽培」をしたカンゾウでは、「病気」

のカンゾウよりも「健康」のものの方がグリ

チルリチン酸（GL）含量の高い傾向にあった。

この実験で使用したカンゾウはクローン個

体であり、同一の遺伝子を持つため、遺伝子

の違いによる GL 含量の差は生まれない。 

また、GL は植物が自分を防御するためなど

に生産する物質である二次代謝物の一つで

ある。二次代謝物は光合成を起点とする一次

代謝物の最終産物であるといえる 16)ので、葉

に斑点が生じる病気により葉が損傷したこ

とで日光による光合成ができず、地下部に二

次代謝物の GL が蓄積しなかったと考えられ

る。 

 一方で、高等植物における二次代謝物は，

往々にして環境ストレスがかかった場合に

高生産になることが多く，GL 生産にも正にそ

れが当てはまる 17)とされている。しかし、今

回の実験において糸状菌などの病原性の微

生物の感染がカンゾウにとって環境ストレ

スになっているにも関わらず、糸状菌に感染

した病気のカンゾウの方が GL 含量は少なか

った。このことから、この実験結果はカンゾ

ウが生物ストレスに対して他の環境ストレ

スとは異なる応答を示す可能性を示唆して

いる。 

試料 内容 GL含量 平均±標準偏差

1 健康 通常栽培 2.47% 2.47%

2 1.62%

3 2.07%

4 1.51%

5 1.66%

6 2.25%

7 1.43%

病気
通常栽培

病気
筒栽培

1.73±0.30%

1.78±0.42%
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 しかし、今回の実験では「健康」なカンゾウ

が１サンプル、「病気」のカンゾウが６サンプル

と試料数が十分でないために、上述の考察が正

しいとは断言することができない。今後、試料

数を増やして再実験し、病気と根における GL 含

量の関係を明らかにしていきたい。 

結論として、医薬品として使用できる GL 含

量の規格基準を満たすカンゾウの栽培法とし

て、二次代謝物 GL を高生産させるために適度

なストレスを与えるべきなのか、それともいち

早く病気を除去し、健康な状態に保つべきなの

かを解明することが重要であると考える。 

 

２－３．検討１ 

統計モデル「Wallace(オープン SDM)」を用いた

ウラルカンゾウ生育に適する環境条件の推定 

東北大学と国立環境研究所の研究チームによ

って開発された日本語ツール、生き物の分布推

定ツール Wallace（オープン SDM）18)19)を使用

し、実際にウラルカンゾウが生息していると観

測された地点の座標情報と、気温や降水量など

の環境条件を組み合わせて、適した環境条件を

推定させた。 

 

２－３－１．Wallace の操作手順 

①オンライン生物多様性データベース GBIF よ

り、ウラルカンゾウの存在が記録された在地点

のデータを取得した。 

②分析対象の範囲を定めた。人間の観測の空間

的偏りを減らすため、互いに距離が近い在地点

を除去した。 

③在地点とその周辺の環境（後述の偽不在に相

当）についての気温や降水量などがまとまった

bioclim 変数のデータを取得した。 

④データを空間的に４つに分割し、機械学習ア

ルゴリズム Maxent を利用して、それぞれから

分布推定のモデルを構築した。そのモデルをも

とに、説明変数である環境条件とモデルの応答

（好適度）の関係を示す応答曲線を作図させた。 

 

  

図 6 Wallace を用いて上記の操作をした結

果の画面 

①（左上）②（右上）③（左下）④（右下） 

 

２－３－２．検討１の結果 

 作図した応答曲線の結果は次のとおりで

ある。気温と降水量に関する、19 ある bioclim

変数のうち、気候を表す代表例である年平均

気温と年降水量について、それぞれウラルカ

ンゾウ生息地としての好適度との関係を示

すグラフが下のグラフである。0～１の間の

値をとる好適度のうち、仮に 0.8 という値を

基準に考えると、ウラルカンゾウ好適地は年

平均気温約-1.5℃～11.5℃、年降水量は約

570 ㎜以下と推定された。（図 7） 
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図 7 生息地としての好適度との関係を表した

グラフ 

年平均気温（℃）（上）および年間降水量（㎜）

（下） 

 

２－３－４．検討１の考察 

 ウラルカンゾウ好適地は年平均気温-1.5℃

～11.5℃、年降水量は 570 ㎜以下と推定された。

年平均気温 12.3℃、年降水量 1,129.5 ㎜（2006

～16 年平均）の郡山市では、気温は特に大きな

問題がなく、ビニールハウスで降雨期に雨が当

たらないようにし灌水量を調節すれば、ウラル

カンゾウが自生している環境に似ており、栽培

しやすい環境になるといえる。 

 今回の検討で分析に用いた、現在のウラルカ

ンゾウの分布範囲は、環境の好適度だけではな

く、種間競争や、捕食者の存在などの他種との

相互作用、氷期などの歴史的経緯により決まっ

ている。よって、種の分布推定モデルは非生

物的な環境の好適度だけに依存する生育適

地の潜在分布と、その他の要因により制約を

受けた生育範囲の実現分布に大別できる 20)。

なお、私たちは国内生産拡大に向け、ウラル

カンゾウの潜在分布、そして生育に適した環

境条件を探ろうとしている。 

 今回の検討ではウラルカンゾウが自生し

ている環境に栽培時の環境を近づけること

を私たちが目的にした一方で、国、大学、民

間機関は今までに日本でも旺盛に生育する

いくつかのカンゾウの有望株を見出してき

た 6)。実際に私たちが栽培研究で使用してい

るカンゾウも、奥羽大学が郡山市園芸振興セ

ンターに技術を移転しながら共同作製する、

カンゾウの優良株をクローン個体で増やし

たものである。栽培地の環境を自生地に寄せ

る、栽培地の環境に合う個体を使用するとい

う両者の方法はアプローチが異なるが、国産

カンゾウを増やすという共通の目的におい

てどちらも有効な手段であると考える。 

しかしながら、この Wallace の日本語ツー

ルの発表者である石濱史子氏は、在のみデー

タに特化した分布推定モデル Maxent では最

低限のデータを入力して実行するだけで見

栄えのよい結果が得られてしまうが、実際に

は調整が必要なパラメータや分析条件が

様々にある、と警告している 20)。注意しなけ

ればならないことは、今回行った分布推定は

調査によりウラルカンゾウが生息している

と観測された地点である在情報のみを使用

しており、調査がされて、かつウラルカンゾ

ウが生息していない地点である不在情報は

使用されていないことである。分布推定モデ

ルはある生物種がその地域に分布している

のかを環境変数で説明することが基本的な

構造となっており、その分布推定には在情報

だけでなく不在情報が不可欠である。偽不在

は分布推定結果を左右するほどの影響を持

つという 20)。 

しかし、一般に分析に使用できるデータベ
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ースは在情報のみであることは多く、今回使用

した GBIF もその一つであった。よって、今回の

検討では在情報のない周辺地点から無作為に

不在情報に相当する偽不在の地点が抽出され

ている（手順③）。 

 このように、偽不在の取り方やその他のパラ

メータや分析条件は多種多様である。今回の推

定結果で終わることなく、複数のモデルを試し、

様々な精度評価の指標を用いて比較して、最良

のモデルを探究していきたい。 

 

Ⅲ おわりに 

IBA のような植物ホルモンを用いて挿し穂の

発根を促進させて効率よく苗を増やし、病気を

予防しながら、水やりする量を調節することで

郡山市内ひいては日本国内で、医薬品として使

用できるカンゾウの本格的な栽培を推進して

いきたい。 
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